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環境研究総合推進費 研究概要・概要図 

研究区分 環境問題対応型研究（一般課題） 

研究期間 2026年度（令和８年度）～2028年度（令和１０年度） 

研究課題番号 5-2602 

体系的番号 JPMEERF20265002 

研究課題名 
PFASの実測とモデル予測に基づく土壌・地下水の実用的な調査手法と対策技

術の開発 

Project Title 

Development of practical survey methods and remediation technologies 

for PFAS in soil and groundwater based on the field monitoring and 

model predictions 

研究代表機関 国立大学法人東海国立大学機構岐阜大学 

研究代表者 鈴木裕識 

研究領域 安全確保領域 

研究キーワード 

実汚染サイト、PFASプロファイル評価、地中移行特性、階層的リスク評価・

管理法、土壌浄化      
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研究の概要 

PFOS、PFOAは 2026年 4月から水道水質基準（合算値 50 ng/L）の対象となる。環境省による令和 5年

度の調査結果では、要監視項目の指針値 50 ng/Lの超過が地下水で 186地点（超過率 19.4％）あり、

水源地での対策が急務であるが、地質・地盤環境・地下水網は地域で異なるため、地域特性を踏まえた

実用的な総合 PFAS対策とリスク管理スキームが求められる。 

本研究では PFASの実測とモデル予測に基づく土壌・地下水の実用的な調査手法と対策技術の開発を主

目的とし、地下水を取水源とする水道事業体における水道水質の PFAS対策に貢献する。 

サブテーマ 1 では、実サイトにおける地盤構造、地下水流向・地下水網をふまえた挙動・動態の把握

を目的に、岐阜県各務原市、熊本県熊本市を対象にボーリング調査、地下水調査を行う。PFOS、PFOA、

他の PFAA、前駆体・酸化可能前駆体、吸着可能・抽出可能有機フッ素量等の包括的・総合的実測から

含有 PFASプロファイルを評価する。 

サブテーマ 2 では、土壌・地下水等における物質移動評価の予測を目的に、回分式、カラム式の吸着

試験を行い、既存の移流分散解析の適用可能性を評価する。さらに、土質パラメータに基づいて物質移

動モデルを提案し、PFASの地中移行特性を予測する手法の開発を目指す。 

サブテーマ 3 では、実汚染発生地域における 3 次元水文地質モデル構築と物質移動シミュレーション

による対策の費用対効果分析、物質移動シミュレーションと対策オプションを組合せた階層的リスク

評価・管理アプローチの構築を行う。 

サブテーマ 4 では、PFAS 汚染土壌浄化のための実用的対策技術の開発を課題とする。岐阜県、熊本県

の実汚染土壌を対象に、温水による原位置直接浄化、土壌掘削-溶媒洗浄、土壌掘削-熱分解処理の 3種

類の方法を比較し、コスト・ベネフィットやライフサイクルの観点をふまえた浄化技術を開発する。 
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研究の全体概要図 

 

土壌・地下水における
挙動の知見が
未だ乏しい

PFASの組成・分布・汚染源
地盤環境・地下水網は

地域で異なる

国内のフッ素資源
は輸入依存状況

にある

取水源を変更
できない自治体

がある

土壌・地下水におけるPFAS汚染の課題

【主な期待されるアウトカム】
⚫ 「PFOS・PFOAの潜在的汚染源」、「次のPFAS汚染」に対応可能な効率的モニタリング手法の導入
⚫ 地元住民の安全と安心をもたらす持続可能な地下水取水と水道水質の確保
⚫ 国内における「実用的PFAS汚染対策技術の充実」と「循環利用による経済への負担低減」の両立

リスク管理に
資する情報の蓄積

土壌・地下水中の
含有PFASプロファイル

把握手法の開発
対象地域に実用的な

対策技術の提案

実測とモデル予測結果
の比較・検証

モニタリングを強化すべき
構造のフィードバック

対象地別の実測データ提供

サブテーマ②
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地下水調査

地下水
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起源推定

水平分布
鉛直分布
の把握ボーリング

調査

1・2・3次元モデル 物質移動評価

汚染拡散シミュレーション

対策の費用対リスク削減効果の評価

土壌浄化技術の開発

サブテーマ③

対策条件の
設定・検討

回分吸着試験 カラム通水試験

 温水による
原位置直接浄化

-溶媒洗浄
 土壌掘削-熱分解処理

実汚染土を用いた
除去試験

土壌
洗浄液

NF膜分離・濃縮

サブテーマ①

産業技術総合研究所

岐阜大学・
熊本大学・山口大学

地中移行特性予測既往の
主眼

PFOS PFOA

強化
する
測定
対象

他PFAA

AOF EOF

酸化可能前駆体
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前駆体

サブテーマ④

土壌浄化技術の開発

【目指すアウトプット】

目的

土壌・地下水におけるPFAS汚染懸念地域に対する実用的な調査手法と対策技術の開発

研究代表機関
岐阜大学

京都大学
（環境調和型産業論分野）

京都大学
（社会基盤親和技術論分野）

汚染懸念地域

PFAS
回収技術

物質移動予測手法

階層的リスク評価

包括的・総合的
モニタリング

PFASの実測とモデル予測に基づく土壌・地下水の実用的な調査手法と対策技術の開発


